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研究の課題と方法

　

１， 研 究

　

の 位 置

　

今日の社会において家族のもつ意味の重要性は， 一段と強調されている。 家族の諸問題は， 家庭

生活を基底として論じられていることはいうまでもない。昭和２８年から始まった大企業への設備投

資が， 昭和３０年～３３年頃より市場に影響を与え， 家庭生活には， 耐久消費材の普及による家事的
生

活時間の短縮というかたちで， あらわれてきた。また， 昭和３５年～３８年には， 世帯分離が促進さ

れ， 小家族が多くなり， さらに職業をもつ主婦が多くみられるようになった。農業構造改善事業の

進行と共に， 農漁村においても， 農業労働からの離脱人口が増加し， 従来までの家庭生活は， さま

ざまの影響をうけ， 生活構造の上で， 階層独自の特徴をもちながら変化しはじめてきている。こう

した， 家庭生活における外面構造の変化については， 昭和３８年， その大要を紀要に報告
１）したが，

その継続として， 家庭生活の内面構造の変化を把握しようとした。特に昭和３７年以来， 家庭生活や

（１） 清野：労働の分化と家族の再結晶に関する研究，北海道学芸大学紀要第二部Ｃ，昭和３８年１２月， Ｐ２２～３７，
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家族のもつ意味については， 国の政策
２）としては強く打ち出されてきたことも，この稿をまとめる

動機になった。

　

家族の外面構造が， 内面構造の変化にどのような， かかわりあいをもっているかを， 研究の視点

とした。外面構造は， 家族集団のいわば， 社会的性格の強い部分についてとりあげられる内容であ

り， 内面構造は， 日常の実践的立場が中心となり， 家族関係の処理にあたるという， いってみれば

微視的立場が強調される。本来家族集団は， 日常の生活行動が基底になっているから， 巨視的， 微

視的の二者択一ではなく， 両者を正確に関連させながら， 家族集団の特徴を把握しなければならな

いと考える。

　

家政学では， 主体である家族と， 客体である生活物資との関係を， 生活行動を通して実証する立

場をとる３）ものである。

　

家族集団を対象とする場合， 家族の期待意識と役割分担行動に視点をおいてみることになる。い

ままで， 家族集団の分析については， 社会学， 法律学， 心理学の分野で扱われていた。家政学の立

場での分析は極めて少ない。また， 方法論の上でも確立していない。

　

ところで， こうした生活実態を対象とする場合に， 方法論の上で注意しなければならない問題が

ある。それは， 家族集団を変数として扱うことを前提にする， ということである。家族集団は， 一

つの社会集団とみなされ他の社会集団と本質的に異なる結合契機の特異性をあげて論じられるが結

合契機の特異性は次のように考えられる。

　

家庭生活は， 特定の男女の配偶によって独立世帯をつくり， その後， 他の集団と異質の結合契

機， 即ち愛情を中核として家族が拡大されていくことを意味する。

　

しかし， この共同体の特異性が， 以後の家族の生活実態に拡大され， 家族集団内部の人的， 物的

機能を科学的に分析することを避けるかのような一面がみられた。結果的に家族集団を不変のもの

とする理論に通じる。家政学の分野において， 生活主体である家族の研究がすすまないのは， こう

した問題が含まれていたものと解する。無原則的拡大は， 真の姿をわい曲する。家族を集団とみな

すことは， 群団でないことの意味がふくまれている。 集団が結合契機の特異性をもちながら， 組織

のされ方によって， 変っていくことを内包したことばである。 したがって本稿では， 家族集団を可

変のものと発想し研究をすすめる。

　

なお， 実際の生活の中で生じてくる問題点を， 特定の個人の態度として， その是非を問うのでは

なく， 集団としての適応の段階でとりあげることもつけ加える。

　

以上の考慮の上で， 家族集団の組織化について実証的接近を試み核家族のより一層の発展に寄与

したいと考えたのである。

　

２． 研究の枠組と調査方法

家族内部の集団機能は， 家族の相互関係を通じて現われる， したがって家族関係は， 集団内部の

組織過程の一つの側面を示すものとみることが出来よう。

偶） 下記の報告資料にもとづいた。

　

①

　

中央児童福祉審議会答申「児童の健全育成と能力開発によってその資質の向上をはかる積極的対策に関す

　　

る意見書」昭和３７年７月３３日。

　

②

　

産業教育審議会建議「高等学校家庭科教育の振興策について」昭和３７年１１月１３日。

　

⑧

　

政務次官会議「当面の青少年対策要項」の中の健全な家庭の建設の項，昭和３８年７月１１日。

　

④

　

中央児童福祉審議会，保育制度特別部会中間報告「保育問題をこう考える」昭和３８年７月３１日。

　

⑥

　

中央児童福祉審議会，家庭対策特別部会「家庭対策に関する中間報告」昭和３８年８月９日。

　

⑥

　

昭和３９年度，厚生省児童局を，児童家庭局に改称した。
（３） 山本キク著：家政学原論，光生館， Ｐ３８～３９． 第３章 家庭生活と環境，第１節 生活の主体と客体。

， 常見育男著：家政学・家庭管理学，光生館，Ｐ３２．２ 家政学の本質，鈎 家政学の研究方法。
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一般に， 家族の組織過程の基本的要件を次のようにまとめる。

　

家族構成員が， 生活課題や生活目的に対して， 共同ないし統一の意識をもつことが出来るか， ま

たそれらに対する態度の適応の状態はどうか， そして， 生活組織における人的配置はどうなってい

るかが問題である。この基本的要件のうち， 生活組織の人的配置は，
．しごとの分担， 手つだい， 協

力などとよく強調されているところであるが， 他の二つの点は， 殆ど家政学では明らかにされてい

ないし， 指摘もされていない。

　

いま， 基本的要件を， 家族集団の生活期待意識と， 生活行動における役割分担の実状とにおきか

えてみる。期待意識と， 役割分担について， 諸女献によれば両者の間にくいちがいがあった時， 人

間関係の葛藤の原因になりやすい４）と指摘されている。

　

核家族が提起されて２０年の間に， 家族に関する期待意識が変った。 民主的な原則を家庭生活の人

間関係や生活行動の目標とする努力も続けられてきた。・その具体的な生活へのあらわれが， 個別的

な家事生活行動を分担することにみられる。 同時に家庭とは何かと， 家庭生活を分析し， いかなる

期待意識をもつべきか５）にもみられるような， 本質的な模索も続けられているのである。この際，

家庭内の役割分担が充分であると同時に， 一歩深く家庭の全員が， 家庭を生活組織とし， 男女の協

力によって維持発展させようとする目的意識を強くもつべきである。核家族では， 個々人の特性に

よる役割分担が充分行き届いていると同時に， 何らかの形で， その家庭なりの家族の共同意識と行

動が創造されているべきである。その仮定にたって， 図１のような図式が決定出来る。

　

即ち， 家族の生活行動にあらわれた家庭の期待像Ａに対し， 実際の役割Ｂ， Ｃが対応する関係に

図１

　　

家族の生活行動にあらわれた役割期待と分担 １ 寝床のしまっ

２

　

朝食の用意

３

　

洗濯作業

４

　

小動物の世話

５

　

近所への用事

６

　

薪わり

７

　

電気器具の修理

８

　

家の廻りの掃除

９

　

父兄会への出席

１

　

子供の試験勉強
２

　

家族の買物

３

　

病気で入院

４

　

子供の友達

５

　

子供の運動会

６

　

幕まいり

７

　

夕

　

食

８

　

他出家族への手紙

９

　

子供の誕生祝い

１０

　

新入学

１１～２０

　

余

　

暇

Ｂ

家族の分担

Ａ

１期待『
１

　

余

　

一一識
２

　

家

　

族 会 議

３

　

貯

　　　　

金

４

　

電 気
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品

５

　　

テ

　　

レ

　　

ビ

６

　

女子の職業

７

　

子供の小遣い

期

　

待
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役
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家族全員行動

燃） 和田鶴蔵著：家族関係要論，三和書房，Ｐ３０．第三節家族の構省（近代家族の内面白鯖董造），昭和３７年。

　

津留

　

宏著：家族の心理，金子書房，昭和３８年，第八章 １ 家族関係の葛藤の性格，Ｐ１３８～１５０．
（５） 外崎光広著：家庭，高知市立市民図書館，工混迷する家庭像，ＰＩ１，皿資本主義社会と家庭，Ｐ１６４～１７３，

　

大熊信行著：家庭論，昭和３８年，新樹社。

　

松原治郎著；現代の家族，昭和３９年１１月，日本経済新聞社，Ｐ１３，２

　

家族とは何か。

　

大羽綾子著：変り行く婦人労働，昭和４０年７月，東洋経済新報社，Ｐ１６２， 第五章 これからの婦人労働。
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位置づけられるｏＡ， Ｂ， Ｃの内容は， その社会に普遍的かつ， 地域的素材であることが必要であ

る。ここでは， 家族員が日常経験したり， 何らかの経路で受容したりしたものを， 内容としてとり

あげ， これを調査の項目とする。これらがいかなる経路を通って受容されたかは問わない。ただ現

代の家族がおよそ共通に直面していると推察されるものをとりあげる。 また， 地域， 職業， 階層に

よって若千の生活行動の相違が予測されるので， それぞれの考慮を加えることが大切である。

　

家庭生活行動にあらわれる期待像Ａを，１．余暇，２．家族会議，３，貯金，４，電気製品，５，テレビ，
６．女子の職業，７．子供の小づかい， の７項目とした。役割のうち， 家族の分担はＢとし， 家族全員

の行動によっ て役割を果たすものをＣとしたｏ

　

Ｂには，１．寝床のしまっ，２，朝食の用意，３，洗濯

作業，４，小動物の世話，５．近所への用事，６．薪わり，７．電気器具の修理，８，家の廻りの掃除，９．
父兄会への出席， の内容をあげた。 Ｃには，１，子供の試験勉強，２，家族の買物，３，病気で入院，
４，子供の友達，５．子供の運動会，６，墓まいり，７，夕食， ８，他出家族への手紙， ９，子供の誕生祝

い，１０．新入学，１１～２０， 余暇， の内容とする。

　

次に， 考察の方法であるが， 家庭生活は， 具体的かつ実際的なものであるから， ある規定を定め

れば， この規範の方向を意識し， 期待することによって， 集団全体はその方向へ動く。 同時に設

定された規範に対し， 極めて積極的に逆の方向に動く場合もあり得る。 この場合， 家族関係に，

逆の組織過程があらわれるであろう。 この動態を明確にさせるための方法をみつけなければな ら

ない。 試みとして三角図表を用いることにした。 即ちある規範に対し， 積極的に動く辺と逆の方

向に積極性をもつ辺と， いづれにも属さないものの辺を組みあわせ， 項日を位置づけてみようと

　

下

　

位

実線矢印は組織過程を意味する
点線矢印は逆の組織過程を意味する

図２ 予想される組織過程

した。 このために， 質問項目に５段階評

価を与え， 積極的要因をもつものを， ５点

と４点とし， 逆に動く内容を２点， １点

とした。 どちらにも積極性を示さないも

のは３点とし， これを帯 グラ フ に整理し

た。 更に百分率におきかえ， 三角図表上に

おいてみる方法をとった。図表上では， 底

辺が０である。 その頂点が１００で， 項目毎

の百分率は， 辺に対しての高さであらわさ

れる。辺をそれぞれ， 積極的にプラスの方

向のものを上位， 中間のものを中位， 積極

的マイナスのものを下位とすれば， 望まし

い規範へ家族集団の組織方向がむいている

時は， 図２のように， ＭＩの位置が予想さ

れる。 上位グループが多く， 中位グループ

が少なく， 下位の０の底辺に近い方がよ

い。 その他に， いくつかの組合せが考えられるので， もっ ともよいものＭ１， もっ ともわるいもの

逆の組織過程Ｍ３， 無関心中位グループの多いものは， Ｍ２のまわりにくるとあらかじめ予想を

し， 考察を便利にした。

調査方法について

　

前述の仮説を実証するために， 質問項目を作成した。調査用紙には， 自分の家庭で， 該当してい

るところに○印をつけさせるようにしたが， 此の場合， 比較的まとまりのある都市近郊農村を選ぶ
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ことにした。調査地は， しばしば調査対象地６
）としている， 亀田町桔梗村字中の沢部落とした。こ

こは， 終戦直後， 兵役解除になった兵隊が， 集団入植した戦後開拓地である。函館市からおよそ，
１２，５ｋｍ離れた半農半酪農部落で， ここの４０戸の中， 二世代家族の主婦２２名を対象とした。 調査

時における主婦の平均年令は，２９才である。 戸別に面接調査をしたので， 回収率は１００％である。
調査時期は昭和３９年１０月初旬である。

１１

　

家族集団の組織過程の考察

　

１． 調

　

査

　

結

　

果

家族の生活行動に関する考え方ＡＩ～７， 家族員個人の役割分担ＢＩ～９， 家族全員の行動ＣＩ

～２０までの各項目に対し， ５段階にわけた質問の結果を整理したものが， 表ｌａ， ｂ， ｃである。

生
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した。



家族集団の組織過程について

これをそれぞれぞれ帯グラフにあらわしたものが， 図３であるｏＡ， ＢよりもＣの項目内容に行動
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のムラがある。白い部分の評点を結んでみると，

黒い折線のように平坦でない。即ち， 項目毎に３

の無関心グループの位置が変り， 生活行動に一貫

した態度が見受けられないようである。

　

実際の生活では， 生活行動に関する期待像と行

動面が重なることが望ましい。そこで積極的意志

の働く傾向の強いものが， 評点５， ４であったか

ら， これをまとめて上位グループとし， 消極的意

志のもの， 無関心のものは現状維持型とみて中位

グループとした。また逆の方向に動くことが予測

される評点２， １を， 下位グループとして整理 し

てみた。これが表２ーａ， ｂ， ｃである。

　

以上の結果を， 図４のように三角図表に位置づ

けて， Ａ， Ｂ， Ｃ毎の， 組織過程の内容をみるこ

とにするｏ

三角図表においては， それぞれの辺を， 組織過

程における上位， 中位， 下位としたから， 図２の

ような予想の上でこれを考察する。

２． 考

　　　

察

家族の生活行動に対する考え方， 規範は， 積極

５， ２， Ｍ３のもの－４， ６， Ｎ１２のもの－７， ３のよう

図３ 家族の生活行動にあらわれた
役割期待と分担の糟グラフ

的な生活意識として， ＭＩのもの－１，

に配列されよう。

生活行動上・中・下グループ別評定表

表２－ａ

　

ＡＩ～７ 百分率

グルニラ＼
聖目 Ｉ ２ ３ ４ ５ ６ ７
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Ａ

　

生活行動にあらわれた期待意識

　

（項目番号）

　　　　　　　　　　　　　　　
Ｍ２｛婦雑談裳署重奏方

Ｍ３｛さ要撃審議蒙禽蓑繋券た考え方

　

Ａに対する傾向をまとめてみると， レクリェーションは， 精神的緊張をとき家庭生活を豊かにす

るために必要であり， 家族全員， あるいは夫婦， 祖父母， 子供たちと世代別に別れて行なった方が

よいとまとめられる。 そのためにテレビを購入するとなっ ている。 テレビは， 家庭生活の娯楽や教

養のためになり， 家庭生活にプラスになると評価している。そして家族は， よく話しあうことが大

切である。 しかし， なかなか実行出来ないということも述べている。 この三項目についてみれば，

極めて積極的な期待意識をもっているとみる。家庭電気製品や， 女子の職業については， 主として

経済的なかねあいから述べられてきている。 電気製品は家事労働を能率的にし， 家庭生活を向上さ

せるものだが， 経済的な余裕がなければならないし， 女子が職業をもつことも， 経済上の制約があ

って続けていても， 余裕があったらやめたいというのである。 貯金をすることや， 子供に小遣いを

与えることも同様， 経済的に， 思うように出来なかったり， その時その時に金額をきめてやる等，
１， ５， ２の項目程， 明確さがない。

Ｂ蓬璽豊里人の役割分担

Ｍ一驚」
Ｍ２｛一翼窯

　

一般に家族が， 家庭内においてそれぞれ役割を分担することは， 家庭経営の上から， また個人の

家庭内における地位の安定の上から， 重要なことである。本稿では， 誰が分担し， どのような役割

期待をもっているかは問わず， 家族内における作業分担の程度をみたものである。ＭＩの， 朝食準

備や寝床のしまっ， 小動物の世話， 洗濯作業についての役割分担は， 完全にきまっており， 時に若

干の担当変更がある程度である。学校行事の参加は母親が半数をしめ， 他はきまっていないが， 上

位グループが多く， 下位グループが非常に少ないので， Ｍ１としたものである。 これらに対 し， 家

屋近辺の掃除や， 近所への用事など， やや公共的ひろがりを要するものについては， 大部分が分担

を未分化のままにしている。また， 電気器具の修理も同様に未分化である。この項目は， 電気器具

の普及度とも関連するＬ， 知識の導入も平行されなければ， 担当出来にくいものである。 総じて，

家事労働に属する役割分担は明確になりやすいが， 生活圏が広がり， 新しい知識をともなうような

（

　

８

　

）
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内容については，分担が不明確になるようであるといえよう。

　

次に， 過去１年間にわたり， 家族の全員が， Ｃの項目について， その役割期待にそむかないよう
に共に行動をとった場合について調べた。 ＣＩＩ～２０は余暇と考えられる内容である。 Ａ， Ｂと同
様配列してみると， 下記のようになる。

Ｃ 家族全員の役割行動

　

（項目番号）

　　

５

　

子供の運動会への参加

　　

７ 家族そろっての夕食

　　

１４

　

家族でテレビをみる

　　　

３

　

家族の一員が， 病気で入院した時

ＭＩ

　　

９ 子供の誕生祝

　　

４

　

子供の遊び友達の迎え方

　　

２ 買物のための外出

　　

１ 子供の試験勉強

　　

１０ 子供の入学祝い

　　

１２

　

墓

　

参

　　

８

　

家族の一員が他出したとき手紙を書いて慰さめる
Ｍ２

　

１１

　

家族の好みの図書を購入する

　　

１８

　

家族でトランプ， カルタをする

　　

１５ 家族で映画へ行く

　　

１７ 家族で釣りに行く

　　

１９ 家族で旅行をする

Ｍ３

　

２０ 家族で海へ泳ぎに行く

　　

１２

　

家族でハイキングに行く

　　

１３

　

家族で器楽演奏をする

　　

１６

　

家族でバドミントンをする

　

ＭＩにあげたもののうち， 子供の運動会へ家族そろって参加することは他の部落にもみられるこ
とで， 部落の重要な行事になっていることがよくあらわれている。

　

家族が揃って夕食をとり， みんなでテレビをみる日常生活が図表にみられ， さらに大部分の家庭
では， 家族の一員が病気で入院したりすると手紙を書くなど慰安のための行動をとっている。 子供
の誕生祝いや入学祝いにも，５０～６０％の家庭が共に行動している。子供の試験勉強には，５０％以上
の家庭がこれに協力し， 遊び友達も家族全員で迎えるなどの傾向がみられる。買物のために家族が
一緒に出かける努力も見られる。Ｍ２では， ８項目の， 他出家族へ手紙を書くこと，１１項目の家族
の図書購入がＭ 動こ近いところにあり，１８項目のトランプやカルタをみんなでするという位置とは
離れている。 トランプやカルタをするのは余暇－遊びの概念に入る内容であるとみているので， 位
置が変ってくるのではないか。 Ｍ３では， 行動が日常的でないことがわかる。設問内容が部分的で
あることもその理由であったかも知れない。総じて日常テレビをみることと， 部落の年中行事であ
る運動会に参加することと， そして子供中心の行動が約７０％の家庭の特徴であるごとは， 家族の全
員行動の場がおおよそ同傾向であり， 場面が限定されているとみられる。

　

本来， 家族が独自の個性をもつことを望むなら， 家族全員での行動形態の場面が細分化されてい
るべきで現在のように， 余暇行動がそのまま遊戯行動を意味するものであってはならないと考える

（

　

９

　

）
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ものである。この意味からして， この部落は， 生活向
上を裏づける家庭の余暇行動が乏しいのでは

ないかと推察される。 この傾向はひとり当該部落のみではなく，
全国の家庭にみられる傾向でもあ

ろう。

１１１

　

要約と結び

　

家族集団を可変のものとして， 現代の家族のもつ規範と実態から，
主として役割行動を通して分

析してみた。その中から家族集団の組織
過程を推察したいと考えたのであるが， 次のような点が得

られた。

　

①

　

家族の全体的組織化は， 家族個々人の役割行動を通してゆる
やかに， 男女協力してつくりあ

　

げる家族集団の方向に進んでいる。

　

②

　

しかし， 民主的な家族への期待の強さに比
べて， 家族全員が共同行動したり， 意識的に

組織

　　

していく生活行動が消極的である。

　

③

　

核家族の規範に対して逆に組織されていく家族集団は少ないが， テレビを視る， 部
落の年中

　　

行事の運動会に参加する， 子供の生活に協力する等， 受容的要素
が強く， 個性的に家族全員の

　　

連帯感を高めるような積極性が少ないようである。

　

大部分の家庭の主婦が， 本来の意味の核家族へ発展するた
めには， 「家族全員のより以上の向上

のための余暇が必要である」と認め， 「家族を連帯づける家族会議の必要性と日常固定化」という

期待意識をもっているが， 実際行動ではそれが消
極的にしかあらわれていないｏまた， 余暇はテレ

ビの視聴を意味し， 全員行動もそれであるとしている
が， テレビと・

視ている個人とば連らなるが，

家族同志の連らなりはみられない。

　

余暇は， 人間生活の向上， 現在より
の進歩のために必須のものであるが， 全国にみられる

７）よう

に， 余暇の形態にも階層差があ
り， 低所得者層の者程， ぶらぶらしてい

る余暇， テレビをみている

余暇が多いものである。その原因はいるいるあろぅ
が， 高度成長政策による急激な家族の外

面的変

化の影響が一番大きい８）。 そして内面的構造の側からみれば， 自分の家庭を健全に， 集団として発

展させようとする意欲の弱さにもあると考える。仕事の分担のみに
とどめてはならない。 家族集団

は自らの手で創造していくものであるから， 外部からの干渉， まして，
権力の干渉は排除されるべ

きである， 此の意味で国家や政府機関
が家族集団を組織すべきではない。

　

以上の前提にたつ時， 家族員を適正に生活組織に位置
づけ， これを評価し， 家族の生活意識の統

一や共同をめざしてし、く力を身につけたいと願うものである。 いってみれ
ば核家族における妻は，

家事担当者よりも， 家族を組織していく組織者である
ことが大切であろう。

　

今までつくりあげてきた各自の役割分担を中心に据えながら， さらに家族全員
に共通な問題意識

を育てあげる資料にと考えた。

　

最後に， この種の問題に新しい試みとし
て三角図表を使い仮説を実証する方法をとった。よく消

化されていない部分もあるように考えられるので， 御批判を頂きたいと願うも
のである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

昭和３９年４月１０日

（７） 生活科学調査会編：余暇一日本人の生活思想，医歯薬出版株式会社，昭和
３６年１２月，家族の変化と余暇（原

　　　　

茂男），Ｐ９５，個人の中の余暇（吉田

　

光），ＰＩ１３．

　　

日本放送協会放送女化研究所編：国民生活時間調査，昭和３８年９月，
３

　

日本人の余暇とマスコミ，（１）余暇

　　　　

行動の意味するもの，Ｐ２５１，
（８） 清野きみ ： 労働の分化と家族の再結晶に関する研究， 北海道学芸大学紀要第二部Ｃ， 昭和３８年１２月，

　　

Ｐ２８．
（９） 家庭科教育， 第３９巻第６号， 現代の家庭

と家族関係，現代の家庭と家族参照，昭和
４ｏ‘に５月，家政教育社。

（ヱＯ）
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表 （調査項目）

　

Ａ－１

（１） 家族のレクリェーションは精神的緊張をほぐしたり，家庭生活に楽しみや豊かさを増す等，その他種々の良

　

さを生かして家族全員で参加する必要がある。
偶） 家族のレクリェーションは必要であるが，親子， 夫婦，兄姉弟妹， 祖母など年令別にしたほうがよい。
（３） 家族のレクリェーションについてはあまり関もがない。
（４） 家族のレクリェーションは時間的に余裕のある人に必要なので忙しい人には必要ない。
（５） 家族のレクリェーションは怠惰のあらわれであるから全く必要がない。

　

Ａ－２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．

（１） 家族会議は家族員相互の人格を認めあいながら家庭生活を向上させるために必要である。
＠） 家族会議の必要を認めるが平常は思うように実行出来ない。
（８） 家族会議のことはあまりに考えたことがない。重大な事が起きた時にひらきたい。
（４） 家庭の経営については夫婦や祖父母で決めて行うから家族会議はしない。
（５） 家族会議はめんどうだ。

　

Ａ－３

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・

（１） 貯金は合理的な家庭生活の計画をした上で積み立てていくべきである。
の

　

貯金は賞与その他の臨時収入のある時にする。
（３） 貯金は出来るだけ計画にそってするべきだが， なかなか出来ない。
（４） 貯金は， 生活の残りでする。

（５） 貯金は全くする必要がない。

　

Ａ－４

（１） 電気釜，電気掃除機，洗濯機などの電気製品は家事作業を能率的にし，主婦の生活，家庭生活を向上させる

　

ものだから購入した。

（２） 経済的に余裕があったので購入した。
（３） 何となく購入した。

（４） 経済的に余裕が出来たら購入したい。
（５） 電気製品は主婦や家族のものを怠けさせるから購入する必要がない。

　

Ａ－５

（１） テレビは家庭生活の娯楽や教養として必要なので購入した。
偶） テレビがあると良い面があるだろうと思い叉経済的にも余裕があったので購入した。
（３） 何となく買った。

（４） テレビは悪影響を与えるし経済的にも余裕がないので購入しない。
（５） テレビは家庭生活に害を与えるから購入しない。

　

Ａ－６

（１） 今後女子も男子と同じく経済的独立や社会的地位を求めて職場に進出し結婚後も共稼ぎをするべきである。
偶） 結婚後もなるべく職場に進出すべきだ。
（３） 出来たら職場に出た方がよい。
（４） 女子が職場に出るのは経済的困難な時であり， 夫が適当な収入を得る間は職場に出る必要はない。
（６） 女子の仕事は，家事， 育児のみであって職場に出るべきではない。

　

Ａ－７

（１） 金銭を計画的に使用したり，家庭生活の内容を理解させるために子供たちに小さい時から計画的に一定の額

　

の小づかいを与えるべきだ。
彰） 小づかいは子供が要求する頃より与える。
（３） 小づかいは，その時その時に与える。
（の

　

小づかいは生活の楽な時に与え， 苦しい時には与えなくともよい。
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（５） 子供には与えるべきでない。

　

Ｂ－１

（１） 寝床を仕まつする人は決まっており完全に果たされている。

偶） 寝床を仕まつする人は殆どきまっているが時に変る。

（３） 大体きまっている。

（参

　

仕まつをする人が殆どきまっていない。

（５） 全然きまっていないしかまわないでおく。

　

Ｂ－－２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

，

（１） 朝食の用意をする人はきちんときめられ役割りを果たしている。

嬢） 朝食の用意をする人は殆どきまっていて時に変更することがある。

（３） 大体きまっている。

（４） 殆どきまっていない。

（５） 全くきまっていない。

　

Ｂ－３

（１） 洗濯をする人は決まっておりきちんとしている。

偶） 洗濯をする人は殆ど決まっている。

（８） その時によって洗濯をする。

（４） 洗濯をする人は殆どきまっていない。

（５） 全くきまっていない。

　

Ｂ－４

（１） 家で飼っている犬猫鳥その他の動物の世話をする人はきちんときまっているｏ

（の 大体きまっているｏ

（８） その時によって世話をする人がちがう。

（４） 殆どきまっていない。

（５） 全くきまっていないしする必要がない。

　

Ｂ－５

（１） 近所へのかんたんな用事をする人はきまっており完全に果たしている。

彰） 大体きまっておりよくしている。

（８） その時によってきめる。

（４） ほとんどきまっていない。

（５）．全くきまっていないしかまわないでおく。

　

Ｂ－６

　　　　　　　　　　　　　　

，

（１） 薪わりをする人はきまっており完全になされている。

偶） 薪わりをする人はきまっているが時に変更がある。

（８） 大体きまっている。

（４） ほとんどきまっていない。

（５） 全くきまっていないし薪わりはしない。

　

，Ｂ－７

（１） 電気器具の修理をする人はきまっておりきちんと仕事をする。

（２） ほとんどきまっているが時に変更する。

（３） 大体きまっているｏ

（４） ほとんどきまらない。

（５） 全く出来ないしする必要がない。

　

Ｂ－８

（１） 屋内， 近辺の掃除をする人はきまっておりきちんと掃除をす
るｕ
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（２） ほとんどきまっているが時に変更する。

（８） 大体きまっている。

（４） ほとんどきまっていないがその時によって都合のよい人が掃除する。

（５） 全くきまっていないし掃除をうるさくいうことはない。

　

Ｂ－９

（１） 父兄会学校の行事に出席する人がきまっており完全に果たしている。

（２） ほとんどきまっている。

（３） 大体母親である。

（４） ほとんどきまっていない。

（５） 全くきまっていないし行く必要がない。

　

Ｃ－Ｉ

（１） 子供が試験勉強をする時家族全員が静かにしテレビその他の雑音は一切避けるようにする。
（２） なるべく静かにする。

（３） なるべく静かになるようにする。

（４） 特別静かにしない。

（５） 騒音激しくてもそのままにしておく。

　

Ｃ－２

（１） 日曜日祭日などを利用し家族そろって買物にいく。

（２） 時々そろって出かけることがある。

（３） 都合のよい人と出かける。

（４） 誰も一緒に行く人がない。

（５） 家族そろって行ったことがないし行く必要がない。

　

Ｃ－３

（１） 家族の一員が入院すると全員が時間をみつけ， たびたび見舞にいく。
（２） 何人かで見舞にいく。

（８） それぞれが見舞にいく。

（４） ほとんど見舞にいくことがない。

（５） 誰も行かないようにしている。

　

Ｃー４

Ｑ） 子供の友達が遊びにきた時家族全員で歓迎する

（２） 友達を知っている家族だけで歓迎する。

（３） 友達を家族に会わせてから遊ぶ。

（４） 友達が来ても家族に会わせない。

（５） 友達が来ても全然知らせない。

　

Ｃー５

（１） 子供の運動会にはどんなことがあっても家族そろって行く。

偽） 急な用事がない限り行く。
（３） 時間の余裕のある人が行く。

（４） 行ったり行かなかったりする。

（５） 家族そろって行く必要がない。

　

Ｃ－６

（１） 家族そろって年に一度必らず墓まい科こ行く。

（２） 急な用事のある人や忙しい人を残し大体行く。

（３） 墓まいりに行きたい人で行く。

（４） 行ったり行かなかったりする。
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（５） 家族で行く必要がない。

　

Ｃー７

（１） どんなことがあっても夕食は家族そろってから始める。

（２） 大体家族がそろってとるようにしている。

（３） 都合がついたら夕食を一緒にする。

（４） 夕食を共にすることを好まぬ人が多いので一緒に食べることがない。

（５） 家族そろって夕食を食べることがない。

　

Ｃ－８

０） 家族の一員が， 他出した場合家族全員で手紙を出しあい励ましたり慰さめたりする。

（２） 大体家族全員が手紙を出すようにしている。

（３） 母親だけが書く。
（４） 大体出さない。

（５） 他出家族には手紙を出さなくてよい。

　

Ｃ－９

（１） 家族全員で誕生祝いをする。
（２） 大体全員で誕生祝いをする。

（８） 都合のよい時に誕生祝いをする。

（４） 家族全員では祝ってやらないが時々贈物をする。

（５） 家族全員でしたことがない。

　

Ｃ－－ｌｏ

（１） 子供が学校に入学した時家族全部で必ず祝う。
（２） 大体家族全員で祝う。
（３） 何人かで入学祝いをする。

（４） 家族全員では入学祝いをしない。

（５） 入学祝いは家族全員でしなくてよい。

　

Ｃ－－１１′～２０

　

各項目共次のような程度で作成した。

（１） 必らず家族全員で行動する。
（２） 大体家族全員で行動する。
（３） 家族全員で行動するのは稀である。

（４） 家族全員で行動しない。

（５） 家族全員では必要ない。

Ｃ－１１～２０までは余暇に関する事で本文でもふれているのでこれを省略する。

（ヱ４）


